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■業務の概要

本年で15回⽬の開催となる地域密着型の映画祭として2007年より⾦沢を主な舞台として開催する「カナザ
ワ映画祭」ではこれまで、⾦沢に国内外の映画をキュレーションしての上映、新⼈監督賞の授与や作品制
作の援助、国内外の映画関係者や監督、俳優を招聘したコンテンツを通じて地域の⽂化交流を図っている。
2021年は同映画祭の開催に加え、新⼈監督の海外進出を新たに⽀援するとともに、優れた⽇本映画の海外
発信などの取組を図ることにより国際⽂化交流を推進し、我が国の芸術活動の活性化及び芸術⽂化⽔準の
向上を図る。
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■業務の目的

●2007年より⾦沢を主な舞台として開催してきた「カナザワ映画祭」は今年9⽉の開催で15年を迎え、こ
れまでの開催を通して、⽇本映画を核に内外の“映画の多様性”を発⾒する契機を創出し、地域の芸術活動
の活性化や創造的⼈材の育成に寄与してきた。また、観客の6割が県外からの来場者であることから、地域
経済の活性化と観光振興にも貢献し、国際的な⽂化観光都市・⾦沢の魅⼒を内外に発信する役割を担って
きた。

●ハリウッド俳優クリスピン・グローヴァーのビッグスライドショーのアジア初招聘や、⾃⾝の作品特集
について本⼈からメッセージが送られたトビー・フーパー監督作品特集など、映画関係者も唸る歴史的、
⽂化的に評価される海外の映画作品も数多く上映作品としており、爆⾳上映や、ギミック上映の実施など、
国際的な評価を受ける海外の作品を楽しめる映画上映を映画ファンに対して⾏なってきた。本年は海外か
らの招聘が困難なため、著名な作品を世に送り出した海外映画監督の処⼥作をセレクトした作品を、コン
ペティション「期待の新⼈監督」と合わせて上映する取り組みを⾏う。

●2020年度のコロナウィルス感染防⽌の観点から⾏なった完全オンライン上映での開催から、2021年はガ
イドライン「映画館における新型コロナウイルス感染拡⼤予防ガイドライン」（全国興⾏⽣活衛⽣同業組
合連合会策定）に基づいた来場者へのマスクの着⽤や喫⾷の制限、⼊退場時の密を避ける待機⽅法や上映
後に集まることを禁⽌するほか、スタッフの⼿指や会場の共有部の消毒をはじめとした感染対策を講じて
の開催を⾏う。

●国内の映画祭における「カナザワ映画祭」の特性として、2011年から11カ年にわたり開催してきた新⼈
監督発掘企画「期待の新⼈監督」があり、⾃主制作映画を⼀般公募し、その中から優れた作品を選定・上
映するとともに、期待の新⼈監督のグランプリに選ばれた監督は、⾦沢の町を舞台にすることを条件とし
た映画制作⽀援制度を受けることが可能であり、明⽇の⽇本映画界を牽引し世界で評価される若⼿クリエ
イターを発掘・⽀援する取組みを積極的に進めている。

●「カナザワ映画祭」の舞台である⾦沢は国内有数の⽂化観光都市であり、国の重要⽂化的景観に選定さ
れた「⾦沢の⽂化的景観 城下町の伝統と⽂化」が象徴するように、⽇本の歴史や⽂化を感じさせる魅⼒あ
る資源が集積している。コロナ禍前2019年の⾦沢地域の年間観光⼊込客数は1,000万⼈を超え、タイム社
が発⾏する旅⾏雑誌「トラベル・アンド・レジャー」の2017年「訪れるべき都市50選」において⽇本から
唯⼀⾦沢が紹介されるなど、⾦沢は世界に向けて⽇本の⽂化プレゼンス発信する上での優位性を備えてい
る。

●本事業は、①世界を視野にした⼈材の発掘・育成を主なテーマとする「カナザワ映画祭」の特性、②映
画祭の開催地である⾦沢という都市の国際的なポテンシャルを資源として活⽤。次世代エンタメを代表す
るアーティスト・クリエイターらと全国47都道府県を舞台にジャパンコンテンツを開発し内外に発信する
多⾔語対応のキュレーションメディア 「CHANNEL47（Ch_47）」とのコラボレーションにより、「カナ
ザワ映画祭」で発掘されたクリエイターや作品の海外進出を、海外に訴求するクリエイティブやタレント
を起⽤することで映画作品の認知を⾼め、優れた⽇本の映画コンテンツの海外発信やそれを担う⼈材育成
など、⽇本映画の積極的な海外発信に直結する取組を⾏う。

■業務実施計画



■実施業務の報告

「カナザワ映画祭2021」の実施
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地域密着型の映画祭として2007年より⾦沢を主な舞台として開催する「カナザワ映画祭」。
これまで、⾦沢に国内外の映画をキュレーションしての上映、新⼈監督賞の授与や作品制作の援助、国
内外の映画関係者や監督、俳優を招聘したコンテンツを通じて地域の⽂化交流を図ってきた。
2020年度のコロナウィルス感染防⽌の観点から⾏なった完全オンライン上映での開催から、2021年は
「映画館における新型コロナウイルス感染拡⼤予防ガイドライン」に基づいた感染症防⽌対策を徹底し、
⾦沢21世紀美術館を会場に有観客で開催。
新⼈監督発掘企画「期待の新⼈監督」、映画史の殿堂に燦然と輝く名監督たち若かりし頃に撮った⾃主
映画やデビュー作品を特集し新しいクリエイターたちに刺激を与える「名監督が期待の新⼈だった頃」、
これまでに期待の新⼈監督グランプリ受賞した監督の新作映画プレミア上映などのプログラムで構成し
た。

●開催⽇
2022年9⽉18⽇（⼟）〜20(⽉・祝)

●会場
⾦沢21世紀美術館シアター21

●料⾦
前売 1,400円 当⽇1,600円

●主催
一般社団法人映画の会

●来場者数
１,０２１⼈

●実施プログラム
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■期待の新人監督 上映作品



■実施業務の報告 4

■名監督が期待の新人だった頃 上映作品



■実施業務の報告 5

■「期待の新人監督賞」受賞監督作品プレミア上映 上映作品



■実施業務の報告 6



■実施業務報告

「期待の新人監督」受賞作品の海外発信
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カナザワ映画祭2020で「期待の新⼈監督」グランプリを受賞した保⾕聖耀監督が、「期待の新⼈監督ス
カラシップ」制度で監督した映画「宇宙⼈の画家」。現実社会のタブーや虚実に触れながら個々の葛藤
を映し出し⼈類の破壊と再⽣を表現した本作品は、全編⽯川県⾦沢市と加賀市で撮影され、今春に正式
公開予定となった。本事業では「期待の新⼈監督」グランプリ受賞監督の「宇宙⼈の画家」の英語字幕
版を制作。海外の国際映画祭に作品を出品したほか、広く内外のメディアを活⽤して海外に優れた⽇本
映画の魅⼒を発信する取り組みを⾏った。

STORY

裏日本K市を拠点とする国際的犯罪組織のボス「虚無ダルマ」を暗殺
するため工作員ワタナベが送りこまれた。暗殺決行の場を「虚無ダル
マ大集会」に定めたワタナベは援軍を呼び寄せる。一方、とある中学校

では、夢見がちな少年ホウスケが凄絶ないじめを受けていた。そんな
地獄の中でホウスケは「ダルマ光」という機械に救いを求める。虚実入
り混じる末法の世を生きる人々が行き着く先は破壊か再生か？全編金

沢市と加賀市で撮影された本作は「期待の新人監督スカラシップ」制度
で製作された。監督は哲学を学ぶ京都大学の学生。その哲学思想知
識を生かし本作を壮大なスケールの作品に仕上げた。

CAST

渡邊邦彦
丸山由生立

呂布000カルマ
桐山瑠衣
大迫茂生

シソンヌじろう
みやたに

平澤由理
稲生平太郎
八木光太郎
伊能昌幸
近藤佑磨
杉本心

グーギンズ古田光

山本詩
阿部賢太
石澤彩

速水胡太郎
小林優太
菅原聡

高井咲綺
吉本恵莉菜

•2021年 | 日本 | 97分

•監督・編集・動画：保谷聖耀
•脚本：京阪一二三
•製作総指揮：小野寺生哉

•制作：大坂健太、瀧源裕仁 製作：細川博史
•撮影：新谷瞭、畠山康平、保谷聖耀 ドローン撮影：クーロン黒沢
•照明：宮向隆

•録音・整音：近藤崇生
•特殊造形：岡田歩
•仏像制作：長谷川琢士
•CGI：河童和尚、保谷聖耀

•ヘアメイク：角谷美由紀
•音楽：yuichi NAGAO 挿入歌：呂布000カルマ
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●「宇宙人の画家」英語字幕映像
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●「宇宙人の画家」英語版ホームページ
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● 『MOSHI MOSHI NIPPON』ウェブサイトでの海外発信
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● 海外の国際映画祭への出品

レインダンス映画祭（フィクション⻑編部⾨） イギリス
ロカルノ映画祭（⻑編部⾨） スイス
オルデンブルク国際映画祭（⻑編部⾨） ドイツ
ヘント映画祭（⻑編部⾨） ベルギー
サン・セバスティアン国際映画祭（⻑編部⾨） スペイン
リーズ国際映画祭（フィクション国際⻑編部⾨） イギリス
シッチェス映画祭（⻑編部⾨） スペイン
ブリュッセル・ファンタスティック国際映画祭（⻑編部⾨） ベ
ルギー

■ヨーロッパ

■北⽶

ファンタジア国際映画祭（アジア⻑編部⾨） カナダ
アジアン・アメリカン国際映画祭（フィクション⻑編部⾨） ア
メリカ
バンクーバー国際映画祭（フィクション国際⻑編部⾨） カナダ
ファンタスティック映画祭（⻑編部⾨） アメリカ
サンディエゴ・アジアン映画祭（フィクション⻑編部⾨） アメ
リカ
スラムダンス映画祭（フィクション特別⻑編部⾨） アメリカ■アジア
富川ファンタスティック国際映画祭（⻑編部⾨） 韓国
釜⼭国際映画祭（フィクション⻑編部⾨） 韓国
台北⾦⾺映画祭（フィクション⻑編部⾨） 台湾



■実施業務報告

海外向けプロモーションPVの制作と人材育成
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『カナザワ映画祭』を海外にPRする取り組みとして、主宰者の⼩野寺⽣哉、「期待の新⼈監督」グラン
プリを受賞したMELIA監督へのインタビューを交え映画祭のハイライトをドキュメントした「 HAKKEN
-in Kanazawa Movie Festival-」と、映画祭の授賞式にゲスト参加した海外で⾼い知名度とファンを持つ
ファッションモデルのAMIAYA、悦奈の2組が、それぞれの⽬線でカナザワ映画祭の街・⾦沢の奥深さを
“HAKKEN”する様⼦を、市内の美しいロケーションと共に表現した「HAKKEN -Discover Kanazawa」を
制作。
AMIAYAは英国ファッション評議会が「世界の若きクリエイティブタレント100⼈」を選出する「2019
NEW WAVE」に⽇本⼈として初のノミネーションを受けた、⽇本⼈モデルとしていま海外で最も⾼い知
名度とファンを持つファッションモデルで、 “⽇本・地⽅の魅⼒を世界に発信する” Channel 47の公式
YouTubeチャンネルで広く内外に発信した。

●HAKKEN -in Kanazawa Movie Festival-／「カナザワ映画祭2021」ハイライト

【YouTube動画】
●HAKKEN -in Kanazawa Movie Festival-／「カナザワ映画祭2021」ハイライト
https://youtu.be/ewrScVKQGXY
公開⽇・・・2021/11/30
視聴回数……223回 ※2022年3⽉31⽇時点
●HAKKEN -Discover Kanazawa with AMIAYA-／⾦沢発⾒ with AMIAYA
https://youtu.be/a9-gD-ftTE0
公開⽇・・・2021/11/16
視聴回数……5,233回 ※2022年3⽉31⽇時点
●HAKKEN -Experience Kanazawaʼs History with ETSUNA-／⾦沢発⾒ with 悦奈
https://youtu.be/6IciKsW5CCE
公開⽇・・・2021/11/15（初回版）、2021/11/19（改訂版）
視聴回数（初回版）……10,721回 視聴回数（改訂版）……7,304回 ※2022年3⽉31⽇時点

https://youtu.be/ewrScVKQGXY
https://youtu.be/a9-gD-ftTE0
https://youtu.be/6IciKsW5CCE
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● HAKKEN -Discover Kanazawa 



■実施業務報告

海外向けオリジナル短編映画の制作
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「カナザワ映画祭」の魅⼒を世界に発信する取り組みとして、 「カナザワ映画祭2017」で期待の新⼈監
督賞と出演俳優賞のダブル受賞を果たした阪元裕吾監督のショートムービー『ヘブンズ・ラッシュ』を
制作。
『ある⽤務員』『⻩⿓の村』などで知られる阪元監督の最新作『最強殺し屋伝説国岡』（2021年）のス
ピンオフ作品。⼭⼝⼤地演じる1億円の賞⾦⾸となった殺し屋・倉⽥善治郎にさまざまな殺し屋が襲いか
かる内容で、2021年のカナザワ映画祭でも上映された『ベイビーわるきゅーれ』で主演を務めた伊澤彩
織も出演し、2⼈の⼤迫⼒のアクションシーンが⾒どころ。撮影はすべて⽯川県⾦沢市内で⾏った。
【YouTube動画】
●【Short Film】Heaven's Rush／ヘブンズ・ラッシュ
https://youtu.be/Pztie25eJJk
公開⽇・・・ 2022/2/18
視聴回数……11,966回 ※2022年3⽉31⽇時点

●【Short Film】Heaven's Rush／ヘブンズ・ラッシュ

https://youtu.be/Pztie25eJJk


■実施業務報告

ch47を活用した海外発信
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次世代ジャパンカルチャーを牽引するアーティスト・クリエイターらと全国47都道府県を舞台にジャパ
ンコンテンツを開発し、内外に発信する多⾔語対応のキュレーションメディア「CHANNEL47
（Ch_47）」とのコラボレーションにより、「カナザワ映画祭2021」で発掘されたクリエイターや作品
の魅⼒を海外に発信。
海外向けプロモーションPV、海外向けオリジナル短編映画、「宇宙⼈の画家」など本事業で制作したコ
ンテンツを、211の国と地域からのアクセスがあり、世界の⽇本カルチャーファンに知られる多⾔語メ
ディ『MOSHI MOSHI NIPPON』での発信はもとより、世界各国のメディアに情報を発信して「カナザ
ワ映画委」の魅⼒をアピールした。
●『MOSHI MOSHI NIPPON』ウェブサイトでの海外発信
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●ch47による海外PR⽤プレスリリース 【Short Film】Heavenʻs Rush／ヘブンズ・ラッシュ
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●ch47によるブレスリリース(PRタイムス)
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●海外メディア掲載実績 海外向けプロモーションPV
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